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ＯＣＭアプローチ

側臥位での前外側アプローチ

当科では前外側アプローチにて人工股関節全置換術（ＴＨＡ）を施行

ｃ

ＡＬＳアプローチ

仰臥位での前外側アプローチ



目的



対象
2021/10月 – 2023/4月 Retrospective study 

除外症例：re-THA、後方アプローチ、データ欠損例

ＡＬＳ群ＯＣＭ群

18 hips 10 hips

Single surgeon：OCM執刀数 50-70例/ ALSは2022年11月～

：年間THA執刀数20件ほど low-volume surgeon



患者背景

ＯＣＭ群 ＡＬＳ群 p 値

症例数（股） 18 10 -

性別 （男 / 女） 3/ 15 1 / 9 0.629

平均観察期間 （月） 12.2 ± 3.8 5.5± 1.4 0.007

年齢 （歳） 68.9 ± 12.6 71.5 ± 6.3 0.557

身長 （cm） 154.3 ± 8.0 151.4 ± 6.9 0.880

体重 （kg） 57.3 ± 11.6 53.6 ± 8.7 0.827

BMI （kg/m²） 24.1 ± 4.4 23.4 ± 4.1 0.773

原疾患(OA/ONFH/頸部骨折） 12/2/4 10/0/0 np

Ｄｏｒｒ分類 （type A/B/C） 2/14/2 1/7/2 np



・ 手術情報、術後成績
インプラント情報、手術時間

周術期合併症 （感染、脱臼、術中骨折など）

術前、最終観察時のＪＯＡスコア

検討項目

・ インプラント設置精度
カップ： 外方開角、前方開角 （設置位置は未検討）

ステム： 前捻角、内外反、屈曲挿入角



ZedHip 術後評価モードを使用（ＣＴは術前、ならびに基本的に術後1週時に撮影）

インプラント設置精度の検討には



Results



インプラント情報

ＡＬＳ群ＯＣＭ群



術後成績ならびに周術期合併症

ＯＣＭ群(18hips) ＡＬＳ群(10hips) p 値

術中・術後骨折 2 （大転子tip fx:1） 2 （大転子tip fx:1） 0.520

術後感染 1 0 0.448

脱臼 1 0 0.448

輸血実施 0 0 -

loosening 0 0 -

術前 ＪＯＡスコア 42.6 ± 15.2 47.2 ± 11.9 0.430

術後 ＪＯＡスコア 87.3± 12.1 90.1 ± 8.6 0.295



カップ設置精度 （radiographic 定義）
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OCM群（側臥位）

平均RI/RA: 39.5/21.1

術前計画との絶対値誤差

RI: 4.4±2.4 RA: 3.6±3.3

(°)
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ALS群（仰臥位）

平均RI/RA: 39.3/20.6

術前計画との絶対値誤差

RI: 4.0±1.7 RA: 3.3±2.9

両
群
に
有
意
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OCM群の3例で術中Xpよりカップを修正した



カップ設置精度 （radiographic 定義）
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OCM群（側臥位）

55.6％（10/18 hips）

(°)
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ALS群（仰臥位）

70.0％（7/10 hips）

p=0.368 有意差はなし



ステム設置精度 （table-top plane 座標系）
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外反角
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屈曲挿入角 前捻角

→ 外反内反 ← → 屈曲伸展 ← → 増捻減捻 ←

絶対値誤差

OCM群：1.0±0.7°

ALS群 ：1.6±1.2°

有意差なし 有意差なし

絶対値誤差

OCM群：1.7±1.2°

ALS群 ：1.6±1.3°

絶対値誤差

OCM群：5.5±4.5°

ALS群 ：8.2±8.2°

有意差なし



Discussion



カップ設置精度に関して

RI: 4.4±2.4° RA: 3.6±3.3°

RI: 4.0±1.7° RA: 3.3±2.9°

両群に有意差なし

RI: 8.1° RA: 9.2°

RI: 3.6° RA: 3.3°

ALS群が有意に精度が高い

小林ら: 中部整災誌, 2017



カップ設置精度 各navigationとの比較

RI: 4.4±2.4° RA: 3.6±3.3°

RI: 4.0±1.7° RA: 3.3±2.9°

RI: 1.8±2.0°RA: 1.9±2.3°RI: 1.5±1.1° RA: 1.6±1.2°

Ueoka K. Kabata T. Tsuchiya H. et al: J Arthroplasty, 2019 Hayashi S. Kuroda R. et al: Sci Rep, 2021

RI: 2.5±1.7° RA: 2.1±1.8°

Tsukada S. Ogawa H. et al: J Arthroplasty, 2022



2023年4月～ 当科では



今後の課題

-20 -10 0 10 20 30

(°)

ステム前捻角

→ 増捻減捻 ←

本研究

OCM群：5.5±4.5°

ALS群 ：8.2±8.2°

有意差なし

OCM群

ALS群

Hoskins W. et al: JBJS Am, 2020

前方系では後方系よりも術中骨折の発生率が高い
ステム前捻角も脱臼予防に重要

過去の報告

OCM群：6.0±15.2°

Nakahara I. et al: J Artif Organs, 2021

過去の報告と遜色はないが・・・



まとめ
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